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１. はじめに  

日本はこれまでに幾度も津波被害を受けてきた。そのため、様々な津波の即時予測手法が開発されてきた

が、その中でも津波地震による津波の沿岸波高の予測は難しい。津波地震は地震による強震動から予測される

津波の規模を上回る規模の津波を発生させる地震と定義され、観測される地震動に基づく津波予測では津波高

を過少評価する可能性が高い。そのため、津波地震に対応可能な津波予測手法は気象庁をはじめ様々な研究機

関で研究されている。現在、日本海溝・千島海溝沿い沈み込み帯では海底地震津波観測網（S-net）が設置さ

れ、150点での海底地震観測データと海底圧力観測データがリアルタイムで配信されている。また、日本海

溝・千島海溝沿いでは過去に1896年明治三陸地震をはじめ1963年千島地震や1975年根室半島沖地震など津

波地震が発生してきた。そこで本研究では、津波地震時にS-netで観測されることが期待される水圧データを解

析することにより、津波の波源を予測する手法の開発を目指す。 

２．手法  

本発表では代表的な津波地震として知られる1896年明治三陸津波地震とそれによる津波を対象とした分析結

果を報告する。Tanioka and Seno（2001）を参考に、長さ210㎞、幅50㎞、すべり量6.7mの断層モデルを仮

定した。上記断層モデルから地殻変動量を計算し、Tanioka and Satake (1996)の水平変動による効果を加え

て津波初期水位とした（図）。津波の伝播計算は線形理論に基づき行い、S-net観測点で地震発生後500秒まで

に計算された津波波形を海底圧力波形に変換した。これを観測水圧波形として用いて分析した。 

３．結果  

S-netの観測点での圧力波形の一部を図に示す。震源域内で、陸よりの観測点から海溝外側の観測点までの圧力

波形を見ると、沈降域内に位置する観測点の圧力波形は正圧領域を推移していることがわかる。隆起域の幅は

狭くなったため、隆起域に位置する観測点はない。海溝外側の観測点では、１パルス以上の波形を捉えている

ことがわかる。したがって、このように圧力波形の特徴を分類することにより、地震津波による津波の波源域

を特定可能であることが示された。今後、この分類手法を利用した波源位置推定手法の精緻化を行い、津波地

震に対応できる津波予測手法の開発につなげる。 
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